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は
鹿
沼
高
等
学
校
の
大
野
真
理
菜
さ
ん
が
揮
ご
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し
ま
し
た
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込
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発
行

市
政
を
問
う

6
月
定
例
会
の
結
果

市
政
を
問
う

6
月
定
例
会
の
結
果

昭
和
3
3
年
に
建
て
ら
れ
た
議
場
に
別
れ
を
告
げ
、

　
新
し
い
議
場
に
引
っ
越
し
し
ま
し
た
！

昭
和
3
3
年
に
建
て
ら
れ
た
議
場
に
別
れ
を
告
げ
、

　
新
し
い
議
場
に
引
っ
越
し
し
ま
し
た
！
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質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

鹿
沼
市
の
介
護
手
当
は
、
支
給
基
準
日
（
6

月
30
日
、
12
月
31
日
）
の
前
に
、
介
護
さ
れ
る

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
支
給
条
件
に
「
死
亡
月
ま
で
」
と
追

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
���
�
�
�
�

他
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
一
体
的
な

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

本
市
の
介
護
手
当
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る

在
宅
要
介
護
高
齢
者
は
、
6
月
30
日
及
び
12
月

31
日
を
基
準
日
と
し
、
6
カ
月
以
上
前
か
ら
継

続
し
て
本
市
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
要
件
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
し
て
い
る
方
も
基
準

日
の
6
カ
月
以
上
前
か
ら
継
続
し
て
本
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
対
象
と
な
る
高
齢
者
と
同
居
し
、

日
常
生
活
の
介
護
を
主
に
行
う
こ
と
に
よ
り
給

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
条
例
で
は
、
基

準
日
に
存
命
で
あ
る
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い

る
方
に
支
給
す
る
と
い
う
制
度
な
の
で
、
基
準

日
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
高
齢
者
人
口
、
高
齢
者
率

が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
介
護
手
当
を
含
む
他

の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
、
一
体
的
な
見
直
し

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

議
員
の
提
案
部
分
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
政
を

問
う

12

6

39

6/9～11
質問時間
50分

通常60分の所を50分に短縮し、
換気の時間に充てています。

第2回定例会で15人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一問一答方式

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
伺
う

梶原　隆　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

○
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

（2）2021　215号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

黒
川
東
の
市
道
０
３
６
３
号
線
と
、
楡
木
バ

イ
パ
ス
を
経
て
０
０
２
０
号
線
の
接
続
（
県
道

宇
都
宮
楡
木
線
か
ら
南
大
通
り
）、
及
び
国
道

293
号
楡
木
バ
イ
パ
ス
の
事
業
再
開
に
伴
い
、
本

市
南
部
の
道
路
整
備
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

第
8
次
総
合
計
画
策
定
作
業
の
中
で
、
広
域
道

路
網
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

本
年
、
市
道
０
３
６
３
号
線
な
ど
の
整
備
に

よ
り
、
県
道
宇
都
宮
楡
木
線
の
藤
江
町
地
内
か

ら
、
市
道
０
０
１
７
号
線
の
上
殿
町
地
内
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
東
側
ま
で
が
接
続
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
新
鹿
沼
橋
東
側
で
市
道
０
３
４
７

号
線
と
接
続
す
る
よ
う
整
備
を
進
め
、
本
市
南

部
と
市
街
地
を
結
ぶ
新
た
な
ル
ー
ト
を
形
成
し

て
い
き
ま
す
。
国
道
293
号
楡
木
バ
イ
パ
ス
は
、

磯
町
地
内
の
東
北
自
動
車
道
と
の
交
差
部
か
ら
、

下
奈
良
部
町
地
内
で
本
年
開
通
す
る
ル
ー
ト
と

接
続
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、
県
に
お
い
て
、
事

業
化
に
向
け
た
地
元
住
民
説
明
会
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
将
来
像
に
つ
い
て
は
、「
宇
都
宮

西
中
核
工
業
団
地
」や
整
備
を
進
め
て
い
る「
鹿

沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
」、「
み
ぶ
羽
生
田
産
業

団
地
」
な
ど
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
、
さ
ら
に
、

県
南
地
域
や
首
都
圏
方
面
と
の
交
流
拡
大
を
見

据
え
な
が
ら
、
第
8
次
総
合
計
画
策
定
作
業
の

中
で
、
本
市
南
部
地
域
を
含
め
た
本
市
全
体
の

広
域
道
路
網
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
伺
う

鹿
沼
市
に
於
け
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う

舘野　裕昭　議員大島　久幸　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
下
水
道
事
業
に
お
け
る
消
化
ガ
ス
発
電
と
B

−

D
A
S
H
事
業
に
つ
い
て

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
木
材
の
不
足
と
価
格
の

高
騰
が
急
激
に
お
き
て
い
ま
す
。
住
宅
関
連
業

界
等
は
先
の
見
え
な
い
大
き
な
不
安
に
つ
つ
ま

れ
て
い
ま
す
。
市
は
そ
の
状
況
と
影
響
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
対
策
を
講
じ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

国
や
県
か
ら
様
々
な
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

森
林
経
営
計
画
の
策
定
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
民
間
事
業
者
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、「
材
料
不
足
、
価
格
高
騰
な
ど
に

よ
り
、
住
宅
産
業
全
体
に
影
響
が
出
始
め
、
こ

れ
が
長
引
く
と
厳
し
い
状
況
を
迎
え
る
」
と
の

懸
念
を
持
つ
木
製
品
製
造
事
業
者
の
声
を
聞
い

て
い
ま
す
。特
に
、外
国
産
材
を
扱
う
住
宅
メ
ー

カ
ー
な
ど
で
は
苦
境
を
強
い
ら
れ
る
懸
念
が
あ

る
一
方
、
地
元
産
材
を
自
社
で
伐
採
し
、
製
材

す
る
事
業
者
に
は
追
い
風
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
生
産
者
や
森
林
組
合
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
素
材
価
格
は
こ
こ
数
年
1
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
平
均
価
格
が
1
万
2
千
円
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
50
年
代
の
ピ
ー
ク
時

と
比
べ
る
と
樹
種
に
よ
り
3
分
の
1
か
ら
5
分

の
1
程
度
ま
で
下
落
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

本
市
で
は
、
生
産
者
や
森
林
組
合
な
ど
が
国
や

県
か
ら
様
々
な
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
森
林

経
営
計
画
の
策
定
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、

技
能
向
上
や
先
端
技
術
導
入
へ
の
支
援
も
独
自

に
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

（3） 2021　215号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
の
貧
困
は
必
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
情
勢
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
就
学
援
助
及
び
、

眼
鏡
購
入
補
助
の
実
績
や
周
知
に
つ
い
て
と
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
の
早
期
発
見
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

就
学
援
助
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
は
、
小
中
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
の
学
用
品
や
給
食
費
等
の
支
払
い
が
困
難

な
家
庭
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
も
の
で
す
。
全
て
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学

援
助
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
周
知
を

行
い
、
希
望
者
に
対
し
て
は
、
学
校
を
通
し
て

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
計
急

変
に
よ
る
申
請
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

眼
鏡
購
入
費
助
成
事
業
は
、
就
学
援
助
の
準
要

保
護
認
定
の
児
童
生
徒
の
う
ち
、
眼
鏡
の
使
用

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
眼
鏡
の
購

入
や
修
理
に
要
す
る
経
費
を
年
間
1
万
7
千
600

円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
援
助
が
必
要
な
世
帯
へ
周
知
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。
早
期
発
見
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
教
師
と
児
童
生
徒
が
マ
ス
ク
着
用
の
中

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
環
境
を
整

え
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
様
子
を
観
察
し
、

教
育
委
員
会
と
学
校
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
道
０
０
０
２
号
線
と
市
道
０
０
１
７
号
線

が
接
続
す
る
付
近
で
は
、
大
雨
が
降
る
た
び
に

側
溝
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策

を
伺
う
。
ま
た
、
市
道
５
０
７
３
号
線
に
つ
い

て
、
舗
装
整
備
が
途
中
ま
で
だ
が
、
今
後
の
舗

装
の
見
込
み
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）
���
�
�
�
�

市
道
５
０
７
３
号
線
の
残
り
の
区
間
の
舗
装
整

備
は
、
本
年
度
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
道
０
０
０
２
号
線
と
市
道
０
０
１
７
号
線

の
接
続
付
近
に
お
い
て
、
大
雨
時
に
側
溝
か
ら

溢
水
す
る
こ
と
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
道

０
０
０
２
号
線
と
市
道
０
０
１
７
号
線
の
花
岡

町
交
差
点
北
側
の
水
路
は
、
普
通
河
川
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
富
士
山
雨
水
幹
線
の
整
備
区
間

に
も
位
置
づ
け
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
着
手
ま
で
は
、

普
通
河
川
と
し
て
の
管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
市
道
５
０
７
３
号
線
の
舗
装
整
備
の

見
込
み
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
、延
長
約
240
メ
ー

ト
ル
の
区
間
を
施
工
し
ま
し
た
が
、
残
り
の
約

400
メ
ー
ト
ル
弱
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
伺
う

市
道
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う

阿部　秀実　議員 関口　正一　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

鈴木　敏雄　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
選
挙
の
投
票
立
会
人
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
自
治
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
53
号
　
鹿
沼
市
や
ま
び
こ
荘
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
鹿
沼
運
動
公
園
（
ヤ
オ
ハ
ン
い
ち
ご
パ
ー
ク
）

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
の
福
祉
事
業
に
つ
い
て

（4）2021　215号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

当
市
に
於
け
る
が
ん
検
診
で
医
療
事
故
等
の

件
数
及
び
事
故
内
容
を
伺
う
。
過
去
3
年
間
に

5
件
の
事
故
等
が
あ
り
す
で
に
示
談
し
て
い
る

が
、
結
果
内
容
に
不
満
や
慰
謝
料
等
の
計
算
方

法
が
確
立
し
て
い
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
���
�
�
�
�

個
々
の
事
例
に
あ
わ
せ
て
協
議
を
進
め
、
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
お
け
る
事
故
等
に
つ
い
て
、
直

近
の
3
年
間
で
は
、
平
成
30
年
度
に
バ
リ
ウ
ム

に
よ
る
胃
が
ん
検
診
で
の
誤
嚥
が
1
件
、
令
和

元
年
度
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
の
傷
み
や
出
血

が
2
件
、
令
和
2
年
度
は
採
血
時
の
部
位
の
腫

れ
や
内
出
血
が
1
件
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
が

ん
検
診
で
の
消
化
管
穿
孔
が
1
件
あ
り
、
合
計

5
件
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
医
療
費
等
の
補

償
に
つ
い
て
は
、
市
ま
た
は
検
診
機
関
に
過
失

が
あ
る
場
合
は
、
過
失
の
度
合
い
に
応
じ
、
示

談
や
裁
判
に
よ
り
確
定
し
た
損
害
賠
償
金
を
お

支
払
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
賠
償
責
任
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
故
等
が
起
き
た
場
合

に
は
、
市
と
検
診
機
関
が
連
携
し
て
原
因
等
の

確
認
を
行
い
、
当
該
受
診
者
に
対
し
説
明
等
を

す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
事
例
に
あ
わ
せ
て
協

議
を
進
め
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
例
で
対
応
が
異
な

る
の
で
、
特
段
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
学
習
指
導
要
領
で
、
小
学
校
の
英
語
教
育

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
伺
う
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
、
本
市
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
つ
な

が
る
授
業
の
改
善
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
、
令
和
2
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
小
学
校
3
・
4
年
生
で
は
外
国
語
活

動
が
導
入
さ
れ
、
週
1
単
位
時
間
、
年
間
35
単

位
時
間
を
、
5
・
6
年
生
で
は
教
科
と
な
り
、

週
2
単
位
時
間
、
年
間
70
単
位
時
間
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材

育
成
に
つ
い
て
の
本
市
の
課
題
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
を
実
際
の
生
活
で
児
童
生
徒
が
実
感

す
る
場
が
少
な
い
こ
と
と
、
小
学
校
と
中
学
校

の
学
び
を
円
滑
に
接
続
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
児
童
生

徒
が
自
国
の
文
化
や
歴
史
及
び
他
国
の
文
化
や

多
様
な
考
え
方
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
態
度

を
育
て
る
と
と
も
に
、
実
際
の
生
活
と
関
連
づ

け
て
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
合
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
授
業
の
改
善
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
伺
う

集
団
が
ん
検
診
に
つ
い
て
伺
う

鈴木　毅　議員鈴木　敏雄　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
46
号
　
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

○
議
案
52
号
　
鹿
沼
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関
連
し
た

経
済
対
策
に
つ
い
て

○
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

（5） 2021　215号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

登
下
校
中
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
交
通
事
故
。

小
中
学
校
の
交
通
安
全
教
室
で
、
実
践
的
な
講

習
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
各
学
校
の
実
施

状
況
及
び
実
践
的
・
体
験
的
な
交
通
安
全
教
室

の
有
効
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

児
童
生
徒
の
心
に
強
く
訴
え
か
け
る
効
果
的
な

学
習
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
践
的
な
講
習
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
今

年
度
の
予
定
を
含
む
過
去
5
年
間
の
調
査
で
は
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
学
習
が
延
べ
7

校
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
巻
き
込
み
実
験
な
ど
の

学
習
が
延
べ
39
校
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
実

演
見
学
が
延
べ
7
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
学
校
に
お
い
て
も
、
模
擬
道
路
で

実
際
に
歩
き
横
断
す
る
練
習
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
の

コ
ー
ス
を
自
転
車
で
走
る
練
習
な
ど
、
実
践
的

な
内
容
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
践
的
、
体
験

的
な
交
通
安
全
教
育
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
ト

ラ
ッ
ク
や
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
体
験
的
な
学

習
は
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
上
で
、

児
童
生
徒
の
心
に
強
く
訴
え
か
け
る
効
果
的
な

学
習
の
一
つ
で
あ
り
、
実
施
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
心
に
根
づ
き
、
実
践
力
に
つ
な
が
る

よ
う
な
内
容
の
選
択
と
指
導
の
工
夫
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
市
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
伺
う
。
ま
た
、
小
中

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、
来
年
度
ス

タ
ー
ト
す
る
次
期
鹿
沼
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
構

想
・
方
向
性
、
ま
た
、
取
り
組
み
指
標
と
目
標

値
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）
���
�
�
�
�
�
�

現
在
策
定
中
の
次
期
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
次
期

総
合
計
画
に
お
い
て
示
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、
授
業
に
お
い

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
学

習
課
題
等
を
効
果
的
に
提
示
し
た
り
、
授
業
支

援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
、
子
供
た
ち
同
士
が
互

い
に
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
わ
か
り
や
す

い
授
業
や
子
供
た
ち
の
協
働
的
な
学
び
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
課
題
と
し
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
維
持
管
理
や
更
新
の
際
の
費
用

負
担
、
教
員
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
力
の
向
上
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
家
庭
で
の
活
用
に
向

け
、
家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
へ
の
支
援
や

家
庭
に
お
け
る
活
用
方
法
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
期
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
維
持
管
理
や
更
新
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
力
の
向
上
、
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
向
上
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
な
指
標
や
目
標
値
に

つ
い
て
は
、
現
在
策
定
中
の
次
期
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
次
期
総
合
計
画
に
お
い
て
示
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

教
育
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

谷中　恵子　議員 市田　登　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
職
員
の
接
遇
研
修
に
つ
い
て

○
新
産
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

（6）2021　215号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

変
革
す
る
地
域
社
会
を
乗
り
切
っ
て
い
け
る

人
づ
く
り
の
視
点
で
教
育
方
針
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
会
活
動
は
担
い
手
育
成
の
素
晴
ら

し
い
仕
組
み
で
あ
る
の
で
、
各
校
の
生
徒
会
長

が
集
い
意
見
交
換
す
る
「
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

「
人
づ
く
り
を
通
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
」
を
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
核
に
位
置
づ
け
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
に
は
、「
学
校
に
は
一
人
一

人
の
児
童
生
徒
が
自
己
肯
定
感
を
育
み
、
多
様

な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
と

幸
福
な
人
生
を
切
り
開
き
、
持
続
可
能
な
社
会

の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、「
人
づ
く
り
を
通
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」
を
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

の
核
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
主
体
性
を
持
っ
た

担
い
手
の
育
成
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
、
地

域
の
活
性
化
等
を
目
指
し
、
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
生
徒
会
サ
ミ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
は
、「
何
の
た
め
に
集
ま
っ
て

行
う
の
か
」
と
い
う
目
的
や
課
題
意
識
を
明
確

に
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤田　義昭　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
人
口
減
少
、
少
子
化
を
見
据
え
た
今
後
の
政
策

展
開
に
つ
い
て

○
電
柱
へ
の
浸
水
深
表
示
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

か
ぬ
ま
市
民
活
動
広
場
ふ
ら
っ
と
の
運
営
に

つ
い
て
、
業
務
委
託
期
間
、
成
果
、
中
間
支
援

団
体
と
し
て
の
あ
り
方
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
民
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

「
人
」
を
中
心
に
し
た
運
営
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

か
ぬ
ま
市
民
活
動
広
場
ふ
ら
っ
と
は
、
市
民

活
動
の
中
間
支
援
の
拠
点
と
し
て
開
設
し
、
設

立
時
か
ら
、
か
ぬ
ま
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

が
受
託
し
、
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
業
務
委
託

期
間
は
単
年
度
契
約
で
す
。
主
な
成
果
に
つ
い

て
は
、
市
民
団
体
相
互
の
協
働
・
連
携
事
業
や

利
用
者
会
議
に
よ
る
意
見
交
換
、
情
報
共
有
な

ど
、
市
民
団
体
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
協
働
ま
つ
り
を
開
催
し
、
各

団
体
の
活
動
の
理
解
促
進
や
団
体
相
互
の
交
流

の
場
を
創
出
し
、
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
中
間
支
援
団
体
と
し
て
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
は
、
社
会
状
況
や
市

民
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
に
あ
わ
せ
て
、
市
民

活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
運
営
や
助

成
金
に
つ
い
て
の
相
談
対
応
、
情
報
の
発
信
・

受
信
、
団
体
相
互
の
連
携
、
交
流
、
協
働
事
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
役
割
と
考
え
て
い
ま

す
。
ふ
ら
っ
と
は
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
人
が
気
軽

に
入
れ
る
雰
囲
気
が
大
切
で
あ
り
、「
人
」
を

中
心
に
し
た
運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

中間支援組織とは…
　「多元的社会における共生と協働という
目標に向かって、地域社会とNPOの変化
やニーズを把握し、人材、資金、情報など
資源提供者とNPOの仲立ちをしたり、ま
た、広義の意味では各種サービスの需要と
供給をコーディネートする組織」のこと

か
ぬ
ま
市
民
活
動
広
場
ふ
ら
っ
と
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う

加藤美智子　議員

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
文
化
ゾ
ー
ン
環
境
整
備
に
つ
い
て

○
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て

○
国
道
293
号
仁
神
堂
地
区
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

教
育
に
お
け
る
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
・

教
育
に
お
け
る
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
・

担
い
手
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う

担
い
手
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う

（7） 2021　215号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

２
０
１
９
年
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
「
国

民
生
活
基
礎
調
査
」
で
は
、
子
ど
も
の
相
対
的

貧
困
率
は
13
・
５
％
で
あ
り
、
約
7
人
に
1
人

の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度

行
う
、
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
を
ど
の
よ
う

な
視
点
で
取
り
組
む
か
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
���
�
�
�

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
を
目
的
に
、
7

分
類
に
よ
る
調
査
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
貧
困
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
元
年
に
改
正
さ
れ
た
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
子

供
の
貧
困
に
関
す
る
調
査
の
実
施
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
当
事
者
で

あ
る
子
供
と
保
護
者
を
対
象
に
、
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
こ
と
を
目
的
に
、「
子
供
の
貧
困
」

の
実
態
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。
調
査
項
目
は
、

「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
の
重
点

施
策
に
沿
っ
た
4
分
類
と
、「
家
族
構
成
及
び

家
庭
環
境
」、「
子
供
及
び
保
護
者
の
経
験
」、「
支

援
の
状
況
及
び
希
望
」
の
3
分
類
を
加
え
た
7

分
類
に
よ
る
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

調
査
結
果
を
も
と
に
、
教
育
支
援
、
生
活
支
援
、

保
護
者
の
就
労
支
援
、
経
済
的
支
援
の
4
つ
の

観
点
か
ら
、
鹿
沼
市
の
実
態
に
応
じ
た
効
果
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
、
貧
困
対
策
の
計
画
策

定
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
家
庭

ご
み
の
現
状
と
ご
み
処
理
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
環
境
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

ご
み
処
理
に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
整
理
し
、

そ
の
対
策
を
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
庭
ご
み
の
持
ち

込
み
を
制
限
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
間
、

家
庭
系
の
ご
み
を
持
ち
込
む
車
の
台
数
は
一
日

平
均
180
台
を
上
回
っ
て
お
り
、
通
常
の
収
集
業

務
に
影
響
が
出
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
未

分
別
の
ま
ま
で
持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
や
他
市

か
ら
の
不
正
搬
入
、
事
業
ご
み
と
疑
わ
れ
る
搬

入
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
策
定
す
る
「
第
7
次

鹿
沼
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に
お
い

て
、
現
在
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
様
々
な
課
題

を
整
理
し
、
そ
の
対
策
を
計
画
に
盛
り
込
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
ご
み

の
排
出
量
の
削
減
と
公
平
な
受
益
者
負
担
を
目

的
と
し
た
持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化
②
危
険
ご

み
（
仮
称
）
を
含
む
6
種
15
分
別
へ
の
分
別
区

分
見
直
し
③
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
祝

日
収
集
の
見
直
し
を
含
め
た
収
集
体
制
の
強
化

な
ど
で
す
。
計
画
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
環
境

審
議
会
で
審
議
し
た
後
、
詳
細
な
内
容
を
説
明

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
伺
う

ご
み
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

大貫　毅　議員 石川さやか　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

鈴木　敏雄　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
協
同
労
働
と
い
う
新
し
い
働
き
方
の
推
進
に
つ
い
て

○
飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
野
良
猫
）
対
策
に
つ
い
て
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質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
伴
う
豪
雨
出
水
に

よ
り
、
思
川
の
久
野
・
口
粟
野
地
内
数
箇
所
で

越
水
し
堤
防
決
壊
が
発
生
し
、
甚
大
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
。
河
床
に
繁
茂
し
た
樹
木
や
堆

積
し
た
土
砂
等
が
災
害
拡
大
要
因
の
一
つ
で
あ

る
。
市
内
の
河
床
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）
���
�
�
�
�

被
災
箇
所
周
辺
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
優
先
的

に
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
河
川
の
河
床
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
一

級
河
川
の
管
理
者
で
あ
る
栃
木
県
に
よ
る
と
、

「
災
害
に
よ
る
被
災
箇
所
の
復
旧
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、
再
度
の
被
災
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
被
災
箇
所
周
辺
の
堆
積
土
砂
の
撤

去
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
被
災
し

て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
も
、
周
辺
の
土
地
利

用
等
を
踏
ま
え
、
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。」
と
聞
い
て
い

ま
す
。
思
川
柳
橋
か
ら
大
芦
川
合
流
地
点
ま
で

の
河
床
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
り
、
清
南

橋
上
流
に
あ
る
松
原
堰
付
近
の
土
砂
堆
積
が
甚

だ
し
い
箇
所
の
災
害
復
旧
工
事
と
と
も
に
、
土

砂
の
撤
去
を
実
施
し
ま
し
た
。
残
り
の
区
間
に

つ
い
て
も
、
河
床
の
掘
削
を
順
次
進
め
て
い
く

と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

中
学
生
の
自
転
車
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
工

事
現
場
用
由
来
の
現
行
品
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ

プ
（
現
代
的
デ
ザ
イ
ン
を
備
え
軽
量
か
つ
通
気

性
と
安
全
性
が
高
い
）
に
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
、

価
格
差
も
現
行
品
3
千
300
円
に
対
し
新
型
は

3
千
700
円
と
僅
か
。
執
行
部
の
検
討
状
況
を
伺

う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

学
校
や
保
護
者
の
考
え
を
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
と
判
断
し
、
意
向
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

令
和
3
年
第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
、
中
学

生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
関
す
る
佐
藤
議
員
の
質
問

に
対
し
、
市
の
意
向
と
し
て
、「
生
徒
の
安
全

の
保
障
を
最
優
先
と
し
な
が
ら
、
入
学
時
の
家

庭
の
負
担
軽
減
も
重
視
し
、
現
在
行
っ
て
い
る

『
丸
型
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
一
括
購
入
す
る
』
と

い
う
支
援
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
関

し
て
学
校
や
保
護
者
の
考
え
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
各
小
中
学

校
及
び
保
護
者
に
対
し
、『
中
学
生
通
学
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
関
す
る
意
向
調
査
』
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
参
考
に
す
る
た

め
の
も
の
で
、
結
果
に
よ
っ
て
何
か
を
決
定
す

る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

河
床
の
整
備
に
つ
い
て
、及
び
具
体
的
な
事
例
場
所
と
し
て

河
床
の
整
備
に
つ
い
て
、及
び
具
体
的
な
事
例
場
所
と
し
て

思
川
柳
橋
か
ら
大
芦
川
合
流
地
点
ま
で
の
河
床
整
備
に
つ
い
て
伺
う

思
川
柳
橋
か
ら
大
芦
川
合
流
地
点
ま
で
の
河
床
整
備
に
つ
い
て
伺
う

中
学
生
の
自
転
車
通
学
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う

鰕原　一男　議員佐藤　誠　議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
会
の
討
論
に
つ
い
て

○
総
仕
上
げ
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
非
常
食
の
備
蓄
と
か
ぬ
ま
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

の
連
携
に
つ
い
て

○
川
上
澄
生
美
術
館
に
つ
い
て

○
読
み
や
す
い
文
字
に
つ
い
て

柳橋下流の現況
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市長提出議案22件及び議員案3件が提出されました。
議員数23名、表決参加議員数22名※（※議長は表決には加わりません。）

令和３年第2回定例会
議員の賛否を公表

賛 否 の 分 か れ た 議 案 等

条
例
の
一
部
改
正

議
員
案

陳
情

反
対

議案53	 鹿沼市やまびこ荘条例の一部改正について
　令和４年度から、やまびこ荘に利用料金制度を導入
するためのものです。

※この議案について、討論が行われました。

　指定管理者の公募に向け、条例改正で指定管理の運営方法を変えるというもの。福祉施設は当事者、家族が安心して利用で
きることが大前提であり、信頼関係を築いていくための継続も大切なのでは。一人一人を鹿沼市民として人権を尊重し、本人
視点に立ったケア、利用者や地域の信頼を得て実績を着実にしていくことと、高い専門性に裏付けされた運営力を備えていく
ために、現場の経験を積み重ねて備えていくことが必要だと考える。なぜ条例改正なのか、改正により施設経営が優先になら
ないか議会は課題を確認してから採決すべきで、議案に反対する。

議員案６　	鹿沼市議会委員会条例の一部改正につい
て

　常任委員会の委員の定数や所管を見直すためのもの
です。

陳情４	 	市道0024号線の舗装工事及び排水溝の整備
について

陳情５	 	畑地構造改善事業地内の畑地に、雨水（普
通の雨でも）が溜まり、梅雨時期と秋雨時
は特に収穫不能の死畑地が多発している件
について

　陳情４及び陳情５については、道路の舗装や排水溝
の整備を求めるものです。

賛
成

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　　 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・大島久幸
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【希望】橋本　修・鈴木　毅・
　　　 佐藤　誠・
　　　 鰕原一男
【立憲民主党】大貫　毅　

【日本共産党】阿部秀実

【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【希望】橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠・
　　 　鰕原一男
【日本共産党】阿部秀実

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　　 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・
　　　　　　 大島久幸
【親悠会】谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【立憲民主党】
　　　 大貫　毅

【親悠会】市田　登

	反対討論	　阿部秀実	議員

討　論

	賛成討論	　討論者なし

賛
成

反
対

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　　 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・
　　　　　　 大島久幸
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【自由民主党】津久井健吉
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【自由民主党】宇賀神敏
【希望】橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠・
　　　 鰕原一男

賛
成

反
対

不
参
加

6/18可決
賛成  2

1名

反対   
1名

6/18可決
賛成  1

5名

反対   
7名

6/18不採択
賛成 

  9名

反対 
 12名

不参加
1名
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賛
成

反
対

令
和
２
年
度
補
正
予
算

陳
情

専
決
処
分
事
項

人
事

陳情６	 	見笹霊園（鹿沼市笹原田475−1）第１種、
第２種における墓碑の設置基準の見直しを
求める陳情書

墓碑の設置基準の見直しを求めるものです。

議案40	 	令和２年度鹿沼市一般会計補正予算
（第12号）について

　歳入については、地方消費税交付金、地方
交付税、国県支出金、市債等の増減額を計上
し、歳出については、財政調整基金積立金、
公共施設整備基金積立金、生活保護扶助費、
こども医療対策事業費、中小企業経営対策事
業費等の増減額を計上したもので、この補正
額を1億2,706万7,000円の増とし、予算総額
を570億2,583万8,000円とするものです。

議案57〜61　	鹿沼市情報公開・個人情報保護審査会
委員の委嘱について

　（議案57〜61については、12ページをご覧ください。）

【公明党】梶原　隆
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【希望】橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠
【日本共産党】阿部秀実

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　　 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・
　　　　　　 大島久幸
【公明党】鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【希望】鰕原一男
【立憲民主党】
　　　 大貫　毅　

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・舘野裕昭・
小島　実

【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

議案41	 	令和２年度鹿沼市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）について

　歳入については、国民健康保険税、県支出
金、諸収入等の増減額を計上し、歳出につい
ては、一般被保険者療養給付費、予備費等
の増減額を計上したもので、この補正額を
6,216万7,000円の減とし、予算総額を103億
4,310万1,000円とするものです。
議案42	 	令和２年度鹿沼市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第３号）について
　歳入については、繰入金及び諸収入の減額を計
上し、歳出については、健診事業費、後期高齢者
医療広域連合納付金等の減額を計上したもので、
この補正額を3,095万8,000円の減とし、予算総
額を11億4,331万6,000円とするものです。

議案43	 鹿沼市税条例等の一部改正について
　地方税法等の一部改正に伴い、土地の固定
資産税に係る負担調整措置、個人の市民税に
係る住宅借入金等特別税額控除の特例期間及
び軽自動車税に係る環境性能割の臨時的軽減
の延長等を行うためのものです。
議案44　	鹿沼市都市計画税条例の一部改正に

ついて
　地方税法の一部改正に伴い、土地の都市計
画税に係る負担調整措置の延長等を行うため
のものです。

賛 否 の 分 か れ た 議 案 等

全 議 員 が 賛 成 し た 議 案 等

陳
情

専
決
処
分
事
項

陳情７	 	日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・
批准を求める意見書の提出を求める陳情

　意見書を提出することを求めるものです。

【経世会】	石川さやか
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・
　　　　　　 大島久幸
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【希望】橋本　修・
　　　 鈴木　毅・
　　　 佐藤　誠・
　　　 鰕原一男

賛
成

令
和
２
年
度
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

反
対

6/18不採択
賛成  

 7名

反対  1
5名

6/18不採択
賛成  

 6名

反対  1
6名

5/26可決
全員が
賛　成
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全 議 員 が 賛 成 し た 議 案 等

専
決
処
分
事
項

令
和
３
年
度
補
正
予
算

そ
の
他

市
道
路
線

条
例
の
一
部
改
正

議
員
案

条
例
の
一
部
改
正

議案46	 損害賠償の額の決定及び和解について
　損害賠償の額170万8,000円を支払い、和解するた
めのものです。

議案47	 市道路線の廃止について
　玉田町、楡木町及び深程地内において、道路形態の
なくなった市道を廃止するためのものです。
議案48	 市道路線の変更について

　千渡地内において、現状に合わせて市道の起点を変
更するためのものです。

議案49	 	鹿沼市コミュニティセンター条例等の一部
改正について

　北犬飼コミュニティセンターの改築に伴い、位置の
変更及び使用料の改定を行うためのものです。
議案50	 	鹿沼市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に

関する条例の一部改正について
議案51　	鹿沼市固定資産評価審査委員会条例の一

部改正について
　議案50、51について、手続の際の負担軽減及び利
便性の向上を目的として、令和３年２月から実施して
いる「押印の廃止」の取組の一環として、条例上、押
印が義務付けられている手続についても、「押印の廃
止」を可能とするためのものです。

議案52	 鹿沼市税条例の一部改正について
　地方税法等の一部改正に伴い、個人の市民税におけ
る特定一般用医薬品等購入費に係る医療費控除の特例
期間を延長するほか、固定資産税における雨水貯留浸
透施設に係る課税標準額の特例等を定めるためのもの
です。

議案54　	鹿沼市国民健康保険条例の一部改正につ
いて

　新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正に
伴い、用語を整理するためのものです。

議案55	 	鹿沼市職業訓練センター条例の一部改正に
ついて

　利用者の利便性の向上を図るため、貸出施設及び使
用料の見直しを行うためのものです。

議案56	 鹿沼市市営住宅条例の一部改正について
　上野町市営住宅を廃止するためのものです。

議員案５　予算特別委員会の設置について
　令和4年度鹿沼市一般会計及び特別会計に対する予
算要望を行うため、特別委員会を設置するものです。

議員案７　鹿沼市議会会議規則の一部改正について
　議場が新しくなることに伴い、必要な改正をするも
のです。

議案45	 	令和３年度鹿沼市一般会計補正予算
（第２号）について

　歳入については、国庫支出金、諸収入及び市
債の増額を計上し、歳出については、まちづく
り戦略事業費、生活保護運営対策事務費、農
業施設災害復旧事業費等の増減額を計上した
もので、この補正額を1億2,244万5,000円の増
とし、予算総額を409億7,337万8,000円とす
るものです。

令和３年第2回
6月定例会の結果

　 人　 事
　人事案件が議決されました。（議案第57〜61号）

　●用語解説
　「情報公開・

個人情報保護審査会委員」

　情報公開・個人情報保護審査会委員は、情
報公開制度及び個人情報保護制度における市
民からの不服申し立て及び両制度の運営に関
する重要事項について、実施機関からの諮問
に応じて審査・審議し、答申をする機関であり、
市長が議会の意見を聴いて委嘱する５人以内
の委員をもって組織される。委員の任期は３年。

鹿沼市情報公開・個人情報保護審査会委員（敬称略）

直
なお

井
い

　　　勇
いさむ

（宇都宮市）

杉
すぎ

原
はら

　弘
ひろ

修
のぶ

（宇都宮市）

坂
さか

井
い

　　　忍
しのぶ

（坂田山）

柏
かしわ

木
ぎ

　敬
けい

子
こ

（上大久保）

鈴
すず

木
き

　節
せつ

也
や

（磯町）

6/18可決
全員が
賛　成
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注目議案の解説
クローズアップクローズアップ

常任委員会の委員の定数や所管が変わります。

■議員案６　鹿沼市議会委員会条例の一部改正について
　現在、鹿沼市議会では「総務常任委員会」「環境経済常任委員会」「建設水道常任委員会」「文教民生
常任委員会」の４つの常任委員会が設置されており、それぞれの所管について議案の審査や継続調査
を行っています。
　今回、常任委員会の委員の定数や所管を見直すための議員案が提出されました。この議員案は６月
18日の本会議で可決され、10月２日から施行されます。
　見直しの内容は次のとおりです。

見直し前 見直し後

⃝	総務常任委員会	 定数６人
　総合政策部、行政経営部、会計課、選挙
管理委員会、監査委員、公平委員会及び消
防本部の所管に属する事項並びに他の常任
委員会の所管に属さない事項

⃝	環境経済常任委員会		 定数６人

　経済部、環境部及び農業委員会の所管に
属する事項

⃝	建設水道常任委員会		 定数６人

　都市建設部及び上下水道部の所管に属す
る事項

⃝	文教民生常任委員会		 定数６人

　市民部、保健福祉部、こども未来部、福祉
事務所及び教育委員会の所管に属する事項

⃝	総務常任委員会		 定数８人

　総合政策部、行政経営部、市民部、会計
課、選挙管理委員会、監査委員、公平委員
会及び消防本部の所管に属する事項並びに
他の常任委員会の所管に属さない事項

⃝	教育福祉常任委員会		 定数８人

　保健福祉部、こども未来部、福祉事務所
及び教育委員会の所管に属する事項

⃝	産業建設常任委員会		 定数８人

　経済部、環境部、都市建設部、上下水道
部及び農業委員会の所管に属する事項

　　令和３年５月25日に発行した議会だより「あなたと議会　214号」の内容に誤りがありました。
　　次のとおり訂正させていただくとともに、深くお詫び申し上げます。

【訂正箇所】　６ページ　佐藤誠議員の記事の下段　「その他の質問事項」部分

　　　　　　正）自販機でのおむつやミルクの販売について

　　　　　　誤）自販機でのおやつやミルクの販売について

あなたと議会　214号（令和３年５月25日発行）の記事の訂正とお詫び
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新 し い 議 場 を 紹 介 し ま す ！新 し い 議 場 を 紹 介 し ま す ！
	9月定例会から新しい議場で本会議を行います。		 			今回は、新しい議場の様子をご紹介いたします。

　
「
議
会
棟
」
は
木
造
２
階

建
て
の
建
物
で
、
新
し
い
議

場
に
は
鹿
沼
産
の
木
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
議
長
席
の
後
ろ

の
壁
に
は
深
岩
石
が
貼
っ
て

あ
り
、
鹿
沼
ら
し
さ
を
表
現

す
る
議
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
場
と
し
て
の
厳
か
な
雰

囲
気
も
あ
り
つ
つ
、
温
か
み

の
あ
る
親
し
み
や
す
さ
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

議
員
や
執
行
部
の
座
席
に
あ
る

「
マ
イ
ク
」
や
、
議
場
内
の
様
子
を

撮
影
す
る
３
台
の
「
カ
メ
ラ
」
は
、

操
作
席
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
職
員

が
操
作
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
場
内
に
は
４
つ
の
大

き
な
「
モ
ニ
タ
ー
」
が
あ
り
、
会

議
の
様
子
は
も
ち
ろ
ん
、
出
席
人

数
や
発
言
時
間
な
ど
の
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
長
席
か
ら
見
た

議
場
の
様
子

マ
イ
ク
や
カ
メ
ラ
な
ど
の
操
作
席

深岩石を貼り付けた壁
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新 し い 議 場 を 紹 介 し ま す ！新 し い 議 場 を 紹 介 し ま す ！特 集特 集

	9月定例会から新しい議場で本会議を行います。		 			今回は、新しい議場の様子をご紹介いたします。

ヒアリングループ受信機

　

傍
聴
席
は
、
一
般
席
が
48

席
、
車
椅
子
席
が
２
席
、
報

道
関
係
者
席
が
12
席
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
新
た
に
設

置
さ
れ
た
「
親
子
傍
聴
室
」

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
害
の
あ
る

方
、
難
聴
の
方
な
ど
が
会
議

音
声
を
聞
き
取
る
こ
と
が 

で
き
る
よ
う
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
受
信
機
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策のため、一般の傍聴をご遠慮していただく場合があります。
傍聴に関しての最新の情報は、市ホームページにてご確認ください。

 

乳
幼
児
や
児
童
な
ど
、
お

子
様
と
ご
一
緒
の
傍
聴
者
向

け
に
「
親
子
傍
聴
室
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

傍聴に関してのお知らせ

傍
聴
席
か
ら
見
た

議
場
の
様
子

新
た
に
設
置
さ
れ
た

親
子
傍
聴
室
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「
鹿
沼
市
議
会
だ
よ
り
 　
　
　
　
　
」

議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話63-2203）

表紙の写真は

題字の揮ごうについて議会カレンダー

　今号は、鹿沼高等学校　3年生の大野真
理菜さんに揮ごうして頂きました。

　昭和33年（1958年）に本庁舎と同時
に建設された議場は、6月に開催された定
例会を最後に、その歴史に幕を閉じること
になりました。
　8月10日に新しい議会棟に引っ越しし、
9月定例会から新たな議場で本会議を行
います。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧
いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

　市政発展に貢献した長年の功績により、本市の議員が全国市
議会議長会から永年勤続表彰を受けました。

全国市議会議長会から表彰を受けました！

　7月6日（火）から9日までの4
日間、栃木県立鹿沼商工高等
学校の生徒をインターンシップ
実習生として受け入れました。
　実習生には、委員会音源デー
タの文字起こしや議会だよりの
編集などの事務を体験してもら
いました。

高校生が議会事務局の仕事を体験しました！

27 28 29 30 31 1/1 2

11/15 16 17 18 19 20 21

29 30 12/1 2 3 4 5

22 23 24 25 26 27 28

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

11月
月 火 水 木 金 土 日

12月 令和3年第4回定例会予定

議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

教育福祉常任委員会総務常任委員会 産業建設常任委員会

本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

本会議（第１日）
提出議案の説明

議会運営委員会

　自分が書いた字が広報誌に掲載さ
れることにやり甲斐を感じ、力強さ
を出そうと心掛けました。

横尾　武男　議員
議員15年表彰

　会議録作成や議会
だよりの編集など、学
校での勉強を生かす
事ができ、とても充実
した実習になりました。




